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Ⅰ はじめに

宮崎県小林市は、平成21（2009）年�月から連携型小中一貫教育を全市的に導入している。

平成20（2008）年11月に小林市教育委員会が発表した「小林市小中一貫教育基本計画」によれ

ば、「小中一貫教育の基本理念」は、「児童生徒や地域の実態をふまえ、義務教育�年間を見通

した系統性・一貫性のある小中一貫教育を小林市全小・中学校で導入し、保護者や地域との連

携のもと、『知育』『徳育』『体育』『食育』のバランスのとれた教育活動を一丸となって推進す

ることにより、自ら目標をもち、未来をたくましく生きぬく子どもを育成する」ことである。

そして同じく「小林市小中一貫教育基本計画」によれば、小中一貫教育を通じて実現を「めざ

す児童生徒像」は、次の通りである。

知 … 基礎・基本を確実に身に付け、意欲的に学ぶ児童生徒

徳 … ふるさとを愛し、心豊かにたくましく生きる児童生徒

体 … すすんで運動し、体を鍛える児童生徒

食 … 望ましい食習慣を身に付ける児童生徒

このように小林市の小中一貫教育は、「知」、「徳」、「体」、「食」の「バランスのとれた教育活

動」の「推進」を目指している（１)。このこと自体については、おそらく誰にも異論の余地はな

いものと思われる。

それでも、「知」、「徳」、「体」、「食」のいずれもが、学校の研究と実践の中で、同じ重みを与

えられて然るべきものであるとは、やはり到底考えられない。「知」の側面、すなわち児童・生

徒の学力向上の問題こそが、他の三つに優先する最重要かつ喫緊の課題であると考える方が自

然であろうし、このような考えは、小林市の教育関係者の間でも、おそらくは共有されてきた

（きている）ものと推測される。その根拠とみなし得るエピソードの一つとしては、小林市教育

委員会が開催した平成21年度、平成22（2010）年度、平成24（2012）年度の小林市教育フォー

ラムの全体テーマが、いずれも「一貫教育と学力向上」であったことが挙げられる。

では、小林市の公立小・中学校においては、小中一貫教育の立場から、児童・生徒の学力向

宮崎県小林市の連携型小中一貫教育実践における

学力向上の取り組み
−質問紙調査による全体状況の把握−

遠藤 宏美・助川 晃洋

Measures to Improve Students’ Academic Competence

in Combined Education in Elementary and Junior High Schools:

A Questionnaire in Kobayashi City, Miyazaki Prefecture

Hiromi ENDO and Akihiro SUKEGAWA

宮崎大学教育文化学部紀要 教育科学 第28号（2013）19-60頁



上を目指して、どのような取り組みが行われているのであろうか（２)。この問いに対する研究

レベルでの完全な回答を提示するには、言うまでもなく、市内のすべての小・中学校を対象と

した相応の調査研究を蓄積することが不可欠であるが、そうした実証的な手続きのファースト

ステップには、全体状況の把握を目的とした質問紙調査こそが位置づけられるべきであると考

えられる。しかしこれについては、従来から、その必要性を十分に認めつつも、実施を見送っ

てきた経緯がある。その理由としては、例えば、従来型の小・中学校教育から小中一貫教育へ

と体制を移行し、「小中一貫教育ならでは」の新しい教育実践を創造するには、準備と試行錯誤

に要する期間が一定程度必要であると思われたこと、隣接する町村との相次ぐ合併を契機とし

て、新たに小林市に参入することになった地区の小・中学校が、遅れてのスタートを余儀なく

されたために、各中学校区間で実践の進捗状況や完成度に顕著な差が存在し、一律の調査を行

うのが難しかったことなどが挙げられる。

しかしこうした問題は、現在の小林市において、すでにクリアされており（あるいは少なく

とも、クリアされつつあり）、連携型小中一貫教育が定着し、軌道に乗りつつある。また年�回

のペースで開催されている小林市小中一貫教育推進協議会や、いわばその下部組織として中学

校区ごとに設置されている関係会合などにおいて、実践の点検・評価や効果の検証を行いなが

ら、その改善や一層の充実に向けた議論が、活発に繰り広げられている。本研究は、こうした

状況を踏まえて、いよいよ遂行されるに至ったものである。

Ⅱ 研究の目的と方法

上記の背景を踏まえ、小中一貫教育の立場から、学力向上を目指してどのような取り組みが

なされているかを概観するために、小林市内のすべての小・中学校を対象とした質問紙調査を

企画した。調査票の作成に際しては、次の�点を柱とした質問を設定した。

�）学校として、自校および中学校区の児童・生徒全体の、学力や学習に関する状況をどの

ように認識しているか。これは、児童・生徒全体の学力水準や学力分布の特徴などによ

り、学力向上を目指すにあたって学校が取るべき方策も変わると考えたからである。自

校および中学校区の学力や学習に関する現状把握とともに、学力向上に向けた取り組み

の方向性や課題などの傾向をつかむために設けた質問である。

�）各学校の重点目標や、「知育」、「徳育」、「体育（食育を含む）」のうち、最も課題として

いることは何か。先に触れたように小林市では、「知」、「徳」、「体」、「食」のバランスの

とれた教育活動を推進しようとしている。しかし、どのようなことを課題として「重点

的に」取り組むべきか、あるいは取り組んでいるかは、学校ごとに異なるはずである。

そこで、学校として、具体的にどのようなことに重点を置いて教育活動を行っているか、

また、「最も」課題としていることは何かを尋ねた。

�）児童・生徒の学習支援や学力向上に向けて、どのような取り組みを取り入れているか。

習熟度別指導や少人数指導・少人数学習などのほか、TTを活用した授業、ICTを活用し

た授業などが普及しているが、それらはどの程度積極的に行われているのかを把握する。

また、放課後や休み時間、長期休業期間を利用した補習指導、家庭学習の習慣を身につ

けさせる指導など、授業そのものではないが学習支援や学力向上に寄与すると思われる

周辺的な取り組みの実施についても尋ねた。なお、小中連携を活かした取り組みについ
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ては、以下の４）で別の質問を設けた。

４）小中連携を活かしてどのような学習支援・学力向上に向けた取り組みを行っているか。

上記３）で尋ねた取り組みのほかにも、小・中学校が連携することによりさらに円滑な

学習支援が可能になったり、より学力向上が望めたりする取り組みがある。たとえば、

異校種の教員どうしが協力して授業を行うことや、学力面で気になる児童・生徒に対し

て小・中学校合同で支援に当たることなどが挙げられる。また、小・中学校の教員が互

いの授業を参観したり、合同で研修を行ったりすることにより、自らが受け持つ学校の

授業や指導に活かされることもあるであろう。さらには、小学校と中学校とで大きく異

なると言われる指導観や評価の方法、学習や学校生活の決まりなどについて検討し、統

一や系統化を図る取り組みも考えられる。このような取り組みを実施しているかどうか

を問う質問であるが、必ずしも「実施している」項目が多いほど「小中連携が進んでい

る」程度の高さを示すとは限らない。そのため、具体的に「小・中学校の教職員の間で、

児童・生徒の学習や学力に関する情報交換を、いつ、どのように行っているか」や、「学

習指導要領を踏まえた『確かな学力』を育成するために、小中一貫教育を通してどのよ

うな具体的な取り組みを行っているか」など、自由記述による回答も求めている。

�）小中一貫教育の仕組みを活かして学力向上に取り組む際、どのような困難を感じている

か。上記４）で述べたように、小中一貫教育の仕組みを活かした取り組みは児童・生徒

の学力向上に資すると考えられるが、一方で困難も多いと予想される。特に小林市のよ

うに施設一体型ではなく、連携型で小中一貫教育に取り組む際には、より難しさの程度

が大きいと思われる。では、いったい何が大きな壁となって立ちはだかっているのか。

時間の不足であるのか、それとも教員の人数や専門性の不足であるのか。あるいは小学

校教員と中学校教員相互の理解不足であるのか。これらを含め、学校としてどのような

ことに、そしてどの程度、困難さを感じているかを尋ねた。

�）学校の教育活動や小中一貫教育に対して、保護者や地域住民から理解や協力を得られて

いるか。児童・生徒の学力向上や学習習慣の定着には、家庭での適切なフォローを必要

とする。そのため、保護者が児童・生徒の家庭学習について協力していることや、授業

参観や学級懇談などに出席し、学校や児童・生徒に関心を向けていることは重要である

と考える。また直接、学力向上に寄与するものではないが、小中一貫教育を含む学校運

営を円滑に進めるために欠かせない、地域住民の教育に対する理解や協力に関する質問

を設けた。

調査の概要は、以下の通りである。

＊調査対象（調査票配布対象）：小林市立小学校（全12校）および小林市立中学校（全�校）

の計21校

＊回答者：学校の運営や小中一貫教育に深く携わっている教員（校長、教頭、教務主任等を

想定）

＊有効回答数：21校（有効回答率：100％）

＊調査の方法：学校宛てに調査票を直接郵送し、同封した返送用封筒にて返送を依頼した。

自由記述欄が多いため、ワープロを利用した回答を可能にした。その場合に

は、調査票のファイルをメールに添付して学校宛てに送信し、それに記入し
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た回答を返信してもらうよう依頼した（この方法を利用した学校は１校のみ

であった）。

＊調査の期間：平成24年�月下旬から	月中旬

調査の実施や回収に関して補足する。各学校には、原則として平成24年度現在の児童・生徒

の状況や学校の教育方針等について回答を求めているが、一部、平成23年度までの指導実施状

況や卒業生の進路等を想定した回答を求めた部分もある。また、中学校区での取り組みに関し

て回答を求めた質問に対しては、同一中学校区の他校と相談したり回答を統一したりする必要

はないことを申し添えた。回答した調査票に、可能であれば学校の概要や教育実践について記

した資料等を同封して返送することを依頼したところ、�校から学校経営案や研究紀要の送付

があった。

回収後、回答に不備が見られた部分については、FAXや電子メールを通じて学校に問い合わ

せ、内容を修正した。

調査の実施については小林市教育委員会の快諾を得たほか、調査票作成時には質問項目や言

い回し（ワーディング）について的確な助言をいただくなど、市教委の全面的な協力を得て行

われたことを付記し、感謝を表したい。

調査対象校の基本属性は、以下の通りである。

①学校数

小学校 … 12校

中学校 … �校

②中学校区の構成

小学校１校と中学校１校の組み合わせ … �中学校区

小学校２校と中学校１校の組み合わせ … �中学校区

③学校規模（特別支援学級を除く）

小学校 �学級（１学年１学級）未満 … １校

�学級以上12学級未満 … 
校

12学級（１学年２学級）以上 … �校

中学校 �学級（１学年１学級）以上�学級未満 … ４校

�学級（１学年２学級）以上 … �校

Ⅲ 結果と考察（１） ∼校種別∼

対象校が21校と少ないため、今回の調査の結果に対して統計学的な解析は施していない。し

かし、小学校全体と中学校全体の数値を示すことにより、市全体でどのような取り組みがなさ

れているのか、校種による違いがあるのかを把握することが容易になると考える。そこで以下

ではまず、単純集計結果を概観するとともに、校種別に見た場合に特筆すべき項目を取り上げ

て考察する。

用いたデータはその都度提示するが、巻末に添付した資料�（調査票および校種別単純集計

結果）も、適宜、参照願いたい。
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（１）学力・学習状況に対する認識

図�は、自校の児童・生徒の学力の状況を全体として見た場合に、全国平均と比べてどのよ

うな状態にあるかを尋ねた結果である。小学校に比べて中学校のほうが「やや上回る」とした

割合が高いものの、「全国平均並み」を含めると、どちらも全体の�分の�の学校が平均以上の

学力水準にあると認識しているようである。

図�は、中学校区の児童・生徒全体の学力の状況について尋ねた結果（「とてもよくあてはま

る」と「ややあてはまる」の回答のみを表示）である（３)。
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図１ 自校の児童・生徒の学力の状況（校種別、単位：％）

図２ 中学校区の児童・生徒の学力の状況（校種別、単位：％）



「学力が高い児童・生徒が多い」と回答した学校は小学校に多く、反対に「学力が低い児童・

生徒が多い」と回答した学校は中学校に多く見られた。つまり、中学校のほうが幾分シビアに

児童・生徒の学力についての現状を把握していると考えられる。一方、「学力が高い者と学力が

低い者との差が大きい」という項目や「全体として学力水準が低い」という項目に関しては、

小学校・中学校ともほぼ同じ割合で（「とても」と「やや」の違いはあるものの）「あてはまる」

と回答しており、小・中間の認識に大きな違いはないようである。

さらに、児童・生徒の学習に関して、具体的にどのような特徴や困難を認めているかを示し

たものが図�である。「授業に集中できない児童・生徒が多い」と回答した小学校は半数を超え

（58.3％＝「とてもあてはまる」8.3％＋「ややあてはまる」50.0％）、中学校（「とてもあては

まる」0.0％、「ややあてはまる」33.3％）よりも困難に感じている割合が高い。

一方、「家庭学習に積極的に取り組む児童・生徒が多い」ことについて小学校では58.3％、中

学校では22.2％が「あてはまる」と回答していることから、中学校では家庭学習への取り組み

が課題となっていることが窺える。

「小学校卒業までに習得が必要な学習内容を、十分に理解していない児童・生徒が多い」こ

とについては、小学校の41.7％、中学校の66.7％が「ややあてはまる」と回答している。小・

中学校ともに、小学校段階での学習内容が十分に理解できていないことに課題を感じているよ

うであるが、その割合が中学校に高く見られることは、中学校でその問題がより顕在化するこ

とを示していると考えられる。

（２）重点目標

図�は、自校が教育活動を行う上で重点を置いていることを尋ねた結果である（�つまでの

複数回答）。小学校・中学校ともに最も多かった回答は、「すべての児童・生徒に、基礎学力を

身につけさせること」であった。なかでも小学校は91.7％とほとんどすべての学校が、基礎学

力を身につけさせることを重要視していることは注目すべきである。

次いで、小学校では「基本的な生活習慣を身につけさせること」（50.0％）、「学習習慣を身に

つけさせ、主体的に学習に取り組む児童・生徒を育むこと」、「郷土を愛し、地域に誇りが持て

遠藤 宏美・助川 晃洋24

図３ 中学校区の児童・生徒の学習に関する困難（校種別、単位：％）
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る児童・生徒を育むこと」、「正しい食習慣を確立させ、健全な身体を育むこと」（いずれも同率

で33.3％）と続く。小学校では、「基礎」や「基本」、「（学習や食の）習慣」を身につけさせる

ことをより重要視していると考えられる。

中学校では、「自分に自信や誇りを持てる児童・生徒を育成すること」（66.7％）、「学校全体

としての学力水準を上げること」（44.4％）と続く。小学校で確立した「基礎」や「習慣」を踏

まえた目標を掲げて教育活動を行っている様子が見て取れる。

なお、「知育」、「徳育」、「体育（食育を含む）」のうち、自校が最も課題としていることを尋

ねたところ、小・中学校ともすべての学校が「知育」と回答した。各学校が「知」、「徳」、「体」、

「食」のバランスのとれた教育活動を目指してそれぞれに取り組んでいる中で、すべての小・中

学校が「知育」を最重要視しているということは、学校として当然のこととはいえ注目に値す

る。

（３）学力向上に向けた取り組み

では、学力向上に向けて、具体的にどのような取り組みを実施しているのであろうか。図�

は、学力向上に資すると考えられるさまざまな指導・教育方法を、どの程度積極的に取り入れ

ているかを校種別に示したものである。なお、図�では、とても積極的か、やや積極的かとい

う「程度」と併せて、「実施していない」割合も示している。

まず、小・中学校ともに「積極的に実施している」割合が高いのは、「家庭学習の習慣を身に
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図４ 教育活動における重点目標（３つまでの複数回答、校種別、単位：％）



つけさせる指導」（小学校：100.0％、中学校：77.8％。以下、カッコ内の数値は「とても積極

的に実施している」と「やや積極的に実施している」を合わせた割合を示す）である。先に（�）

で見たように、小学校では「基礎学力を身につけさせること」や「学習習慣を身につけさせ、

主体的に学習に取り組む」ことに重点を置いている学校が多い。このことが、特にすべての小

学校で家庭学習の習慣の確立を重視した指導を積極的に行うことにつながっていると考えられ

る。また「ICTを活用した授業を行うこと」も、小学校で83.4％、中学校で66.7％と高い。

そのほかの項目について、小学校と中学校の割合を比較してみよう。中学校より小学校で積

極的に行われている指導・教育方法には、「習熟度別指導」（小：58.3％＞中：33.3％）、「少人

数指導・少人数学習」（小：66.7％＞中：55.5％）、「自校の教員を活用したTTによる授業」（小：

41.7％＞中：0.0％）などがある。特に、「少人数指導・少人数学習」を「積極的に実施してい

る」と回答したすべての小学校（66.7％）が、「とても積極的に」の回答であった。このことか

ら、「少人数指導・少人数学習」には中学校に比べ小学校のほうが、より積極的に取り組んでい

るようである。

逆に、小学校より中学校で積極的に実施している割合が高いのは、「放課後や休み時間等の補

習指導」（小：58.3％＜中：88.9％）、「長期休業中の補習指導」（小：16.6％＜中：100.0％）で

ある。特に、全中学校が実施していると回答した「長期休業中の補習指導」について、小学校

では41.7％が「実施していない」と回答している。これらのことから、「補習指導」の実施につ

いては、校種による取り組みの差があることが見て取れる。

遠藤 宏美・助川 晃洋26

図５ 学力向上に向けた取り組み（校種別、単位：％）



宮崎県小林市の連携型小中一貫教育実践における
学力向上の取り組み−質問紙調査による全体状況の把握−

補足すると、「習熟度別指導」を取り入れている学校（小：58.3％＝	校、中：44.4％＝�校）

に対し、どの学年・教科に導入しているかを別の質問で尋ねたところ、小学校では�年生以上

の算数に取り入れている場合が多く、各学年とも85.7％の学校（�校）が取り入れていた。中

学校では、「習熟度別指導」を取り入れているすべての学校（�校）で、全学年の数学で取り入

れているほか、英語に取り入れている（中学�･�年生：75.0％＝�校、中学�年生：100％＝

�校）。すなわち、「習熟度別指導」は算数・数学で導入されやすいといえる。

（４）小中連携を活かした学習支援・学力向上に向けた取り組み

児童・生徒の学習支援や学力向上を目指して、小・中学校が連携してどのような教育活動を

することが可能であり、また実際に行っているのであろうか。表�は、児童・生徒の学力向上

や学習支援に向けて、小中連携を活かして行われた取り組みの実施率について示したものであ

る。

①教員どうしの連携

小学校・中学校ともにすべての学校で実施しているのは、「教員が相互に授業を参観すること」

である。その回数や参観対象の学年・教科等については問うていないため不明であるが、少な

くとも小林市の小・中学校では、教員が互いの校種を越えて授業を参観することが珍しいこと

ではなくなっていると考えられる。また、教員が校種を越えて合同で「児童・生徒の学力につ

いての分析を行うこと」（小：100.0％、中：88.9％）や「学習指導・教科指導について、合同

で研修を行うこと」（小：91.7％、中：100.0％）も、ほぼすべての学校で取り組んでいること

が見て取れる。小・中学校の教員が互いに授業を参観しあったり、合同で学習指導に関する研

修を行ったりすることにより、それぞれの指導方法の違いや児童・生徒の発達段階や学習内容

の違いを知ることにつながる。このような教員どうしの連携は、小中連携を活かした取り組み

の中でも初期の段階で着手するべきことであると考えられ（４)、小林市の小中一貫教育はその

段階を順調にクリアし、取り組みが定着しているといえよう。

「系統性・一貫性の視点からカリキュラムを検討すること」は約半数（小：58.3％、中：44.4％）、

「評価規準や方法について一貫性の視点から検討すること」は小学校33.3％、中学校11.1％が実

施している。小・中学校合同で評価を含めたカリキュラムの検討を行うことは次の段階として

考えられ、現時点での実施率はまだ高くない。

また、基礎学力の保障という点では、「学力面で気になる児童・生徒を特定して、小・中学校

合同で支援に当たること」が、特に小学校から中学校への移行期において効果的であると考え

られるが、それを実施している割合は平均で38.1％（小：33.3％、中：44.4％）と決して高く

はない。特定の児童・生徒へ支援を行うことに躊躇しているのか、小・中学校が合同で支援に

当たることが難しいのか（あるいはその必要性が認められないのか）は、この回答からは読み

取ることができないが、支援を行うべき児童・生徒の情報を小・中学校で共有することにより、

学力の定着・向上をはかることができるのではないだろうか。

②「乗り入れ指導」

小学校から中学校への進学の際に生じる不安を軽減したり、中学校での学習への興味関心を

高めたりするために、小学校教員が中学校の授業を、中学校教員が小学校の授業を行う「乗り

入れ指導」が推奨され、広く取り組みが行われている。小林市においては、「他校種の教員が単
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独で、授業を行うこと」が小・中学校とも
割を超え（小：83.3％、中：88.9％）、「他校種の

教員がTTとして、授業に入ること」も半数を超えており（小：57.1％、中：55.6％）、多くの

学校で「乗り入れ指導」が行われている。連携型で小中一貫教育をすすめているため、校舎が

離れている小学校と中学校との間で、教員の行き来や授業の進め方等に関する調整など容易で

はないにもかかわらず、「乗り入れ指導」に精力的に取り組んでいるといえよう。

別の質問で、単独かTTかは問わず、実際に教員が他校種の学校へ「乗り入れ」ている学年、

教科、頻度などを尋ねているので、確認しよう（図表は省略）。中学校から小学校へは、�校が

音楽で小学校�年生から行っているほかには�・�年生に集中しており、音楽、算数、国語、

理科、社会、体育、家庭科で中学校教員による授業を行っている。頻度を見ると、毎週定期的

に授業を行う学校や教科がある一方で、「年�回」や「学期に�回」など限定的に行う学校も見

られた。小学校から中学校へは、家庭と音楽について�年間、小学校教員が授業を行う学校が

あるほかは、�校で中学校�年生の数学にのみ「乗り入れ指導」を行っている（週�時間）。以

上のことから、体育や音楽、家庭科については小・中学校とも学年を問わず、相互に「乗り入

れ指導」が行われやすいが、その他の教科（国語、社会、算数・数学、理科、外国語）につい

ては小学校�･�年生および中学校�年生の時期に集中して「乗り入れ指導」が行われる傾向に

あるといえよう。特に算数・数学で多く行われているようである。

なお、「乗り入れ指導」を円滑にすすめるために不可欠であると思われる、「中学校区で、小・

中学校間の校時程の調整を図ること」については、全体で33.3％と実施率が低くなっている。

小・中学校間で標準の�単位時間の規定や休み時間などの考え方に違いがあり、校時程の調整

は簡単ではない。また、学校間の移動距離が長かったり、授業を担当する教員が確保できなかっ

たりすれば、校時程が調整できたとしても必ずしも「乗り入れ指導」の実現・増加に結びつく

とは限らない。とはいえ、校時程を調整する過程で、小学校と中学校との間で児童・生徒およ

び教員の行動の特性や違いを知ることができ、小中一貫教育にとってのメリットは大きいはず

である。

③指導の一貫性・系統性

「授業時の態度や学習の決まりについて、中学校区で統一したり系統性を図ったりすること」

（小：100.0％、中：77.8％）や「家庭学習のあり方に一貫性が持てるよう、小・中学校間で調

整すること」（小：91.7％、中：88.9％）、「校則や学校生活の決まりについて、中学校区で統一

したり系統性を図ったりすること」（小：58.3％、中：66.7％）なども実施率が高い。これらは

授業や教科等の指導そのものではないが、児童・生徒の学習を支える重要な取り組みであり、

小・中学校を通じて指導を行うために一貫性や系統性を図ることにも力を入れているといえる。

一方、「家庭学習の指導を統一したり系統性を図ったりすること」は、小学校91.7％、中学校

44.4％と実施率に大きな差がある。中学校区での取り組みであるため、小学校と中学校とで回

答に大きな差が出ることは考えにくいのであるが、おそらく「すべての教員に取り組みが浸透

しているかどうか」という点などにおいて、校種によって認識に差があるのではないかと考え

られる。図�で見たように、小学校では家庭学習の習慣を身につけさせる指導に力を入れてお

り、かつ学級担任が一人で行うため家庭学習の指導を徹底しやすく、逆に中学校では家庭学習

の指導を複数の教科担任が担当することによる難しさがあるのではないだろうか。

遠藤 宏美・助川 晃洋28



宮崎県小林市の連携型小中一貫教育実践における
学力向上の取り組み−質問紙調査による全体状況の把握−

（５）小中一貫教育に取り組む中で感じる困難

小林市が小中一貫教育の取り組みを始めて�年目（合併のため、遅れて開始した地区では�

年目）になる。すでに示してきたように、小中一貫を活かしたさまざまな教育活動が行われて

きているが、おそらく同時に、難しさも感じていることと思われる。

図�は、小中一貫教育の仕組みを活かして学力向上に取り組む際に「感じている」（「かなり

感じている」と「少し感じている」の合計）と回答した割合を、校種別に示したものである。

すると、「小・中学校間で、連絡を取り合ったり情報を共有したりする機会が少ないこと」の中

学校の回答が88.9％（「かなり感じている」11.1％＋「少し感じている」77.8％）と高く、小学

校のそれ（「かなり感じている」0.0％＋「少し感じている」25.0％）との差が大きいことが目

立つ。この差は、「小学校と中学校との距離が離れていて、行き来に時間がかかること」（小：

33.3％、中：33.3％）や「小・中学校の教員が集まって話し合う時間が確保しにくいこと」（小：

58.4％、中：66.7％）、「他校種の授業を参観したり、乗り入れ授業を行ったりするための時間

が確保できないこと」（小：50.0％、中：66.7％）といった項目に比べて大きいことから、単純
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表１ 小中連携を活かした学力向上・学習支援に向けた取り組みの実施率（全体、校種別、単位：％）

91.795.2
中学校区で児童・生徒の学習指導・教科指導について、合同で研
修を行うこと

88.9100.095.2
中学校区の教員が合同で、児童・生徒の学力についての分析を行
うこと

100.0100.0100.0小・中学校間で教員が相互に授業を参観すること

中学校
（N=9）

小学校
（N=12）

全体小中連携を活かした学力向上・学習支援に向けた取り組み

91.771.4
中学校区で共通の「家庭学習の手引き」を作成するなどして、家
庭学習の指導を統一したり系統性を図ったりすること

88.983.385.7他校種の教員が単独で、授業を行うこと

88.991.790.5
家庭学習のあり方に一貫性が持てるよう、小・中学校間で調整す
ること

77.8100.090.5
授業時の態度や学習の決まりについて、中学校区で統一したり系
統性を図ったりすること

100.0

41.747.6
学習や生活に関する家庭向けの通信を、中学校区として発行する
こと

44.458.352.4
小・中学校合同で、系統性・一貫性の視点からカリキュラムを検
討すること

55.658.357.1他校種の教員がTTとして、授業に入ること

66.758.361.9
校則や学校生活の決まりについて、中学校区で統一したり系統性
を図ったりすること

44.4

33.323.8
小・中学校合同で、評価規準や方法について一貫性の視点から検
討すること

22.241.733.3中学校区で、小・中学校間の校時程の調整を図ること

44.433.338.1
学力面で気になる児童・生徒を特定して、小・中学校合同で支援
に当たること

66.733.347.6通常の授業以外で他校種の教員が授業を行うこと

55.6

11.1



に学校間の距離が離れていることや時間が不足していることが問題なのではないようである。

中学校は小学校に対し、連絡を取り合ったり情報を共有したりすることを望んでいるが、小学

校では中学校ほど、そのような機会を必要としていないという意識のギャップが窺える。

とはいえ、上記の「時間が確保できない」ことへの回答の結果からは、相互に授業を参観し

たり合同で研修等を行ったりするために必要な、学校間での時間調整が容易ではないという現

実も垣間見える。小学校教員は学級担任制のため、授業を担当しないいわゆる「空きコマ」は

ほとんどないが、児童が下校した後にまとまった時間を確保できる可能性が中学校に比べて高

いと考えられる。一方中学校教員は教科担任制のため、担当する授業がない「空きコマ」を確

保できるが、放課後には部活動の指導などで拘束されることがある。すなわち、小学校と中学

校の教員が一同に会する機会を設定することが難しく、小・中学校ともに半数以上の学校が「時

間の確保」に困難を感じているのである（５)。

（６）保護者や地域住民の、学校や教育に対する理解や協力

児童・生徒の学力向上や学習を陰で支えることとなる、保護者や地域住民の学校や教育に対

する理解・協力に関する回答を、図	に示した。小学校・中学校とも「学校の教育活動や行事

等に協力」する保護者は多く、�割前後に及ぶ。しかし、「授業参観や学級懇談に出席する保護

者」は小学校のうちは
割以上が「多い」（「かなり多いと思う」25.0％と「やや多いと思う」

58.3％の合計）と回答した一方、中学校のそれは66.7％と少なく、しかも「かなり多いと思う」

と回答した学校が�校もない。子どもが中学生になると学校へ足を運ぶ保護者が少なくなるよ

うであることがわかる。さらに「児童・生徒の家庭学習に協力する保護者」は、小学校で75.0％

遠藤 宏美・助川 晃洋30

図６ 小中一貫教育に取り組む中で感じる困難（校種別、単位：％）



宮崎県小林市の連携型小中一貫教育実践における
学力向上の取り組み−質問紙調査による全体状況の把握−

の学校が「多いと思う」（「かなり多いと思う」16.7％＋「やや多いと思う」58.3％）と回答す

るものの、中学校では33.3％（「かなり多いと思う」11.1％＋「やや多いと思う」22.2％）に減

少する。中学校段階で、保護者に家庭学習への協力を求めるのは難しいようである。加えて、

「小中一貫教育に対する理解のある保護者」も、小学生の保護者（83.3％＝「かなり多いと思う」

33.3％＋「やや多いと思う」50.0％）のほうが、中学生の保護者（66.7％＝「かなり多いと思

う」0.0％＋「やや多いと思う」66.7％）よりも多いようである。なぜ小林市の小・中学校は小

中一貫教育に取り組んでいるのか、小中一貫教育は児童・生徒の学力向上にどのような効果が

期待できるのか、小中一貫教育において家庭学習はなぜ大切なのか、といった、学力と小中一

貫教育の関連性について、特に中学生の保護者の理解を得る必要があると思われる。

地域住民にも同様の傾向が見られ、中学校に対して協力や参加をする地域住民は、小学校と

比較すると概して少ないようである。特に「学校公開」への参加が多い地域住民は、小学校の

50.0％（「かなり多いと思う」16.7％＋「やや多いと思う」33.3％）に対し、中学校では「やや

多いと思う」に22.2％のみの回答となっている。小中一貫教育に対する理解の点でも同様に、

中学校の回答の割合が小学校に比べて低い。

Ⅳ 結果と考察（２） ∼中学校区別∼

中学校区別に、小・中学校が連携して学力向上に対してどのように取り組んでいるのかを概
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図７ 保護者・地域住民の、学校や教育に対する理解や協力（校種別、単位：％）



観する。主なポイントは、学校および中学校区の特徴と、「児童・生徒の学力や学習状況の実態

をどのように認識し、そこから課題と推測されることに対してどのような方策をとっているか」

ということである。ただし、以下の考察は、あくまでも児童・生徒数や教職員数、学校の位置

関係など公表されている基本情報と、今回の質問紙調査の結果から窺い知ることができること

にとどめ、詳細な検討は別に計画する訪問調査等の結果を待つこととしたい。

なお、以下では学校名は匿名とし、中学校については大文字のアルファベットで、小学校に

ついては対応する小文字のアルファベットで表している。�つの中学校区に複数の小学校があ

る場合には、アルファベットの後ろに数字を組み合わせ、区別することとする。考察で用いた

データは、紙面の都合上、巻末にまとめて掲載する（資料�「回答一覧」および資料�「自由

記述一覧」を参照されたい）。

（�）Ａ中学校区

Ａ中学校区は、Ａ中学校とａ�小学校、ａ�小学校とからなる、いわゆる「�小・�中」の

組み合わせである。小学校どうしは�km程度離れており、またそれぞれの小学校からＡ中学

校までは、1.5km前後の距離がある。

児童・生徒の学力は、Ａ中、ａ�小、ａ�小とも「全国平均をやや上回る」と回答している

ほか、「（中学校区）全体として学力水準が低い」かどうかについても、�校とも「あまりあて

はまらない」と回答していることから、中学校区全体として学力水準はやや高いと考えられる。

また、「授業に集中できない児童・生徒が多い」、「学習習慣が身についていない児童・生徒が多

い」、「小学校卒業までに習得が必要な学習内容を、十分に理解していない児童・生徒が多い」

のそれぞれの項目についても「あまりあてはまらない」と回答が一致する。さらに「学習意欲

が高い児童・生徒が多い」項目に�校とも「ややあてはまる」と回答しており、小学校から中

学校にかけて、学習の態度や習慣、意欲について高いレベルで維持されているとみられる。

具体的な取り組みとして特徴的であるのは、「少人数指導・少人数学習」に�校とも「とても

積極的に実施している」ことである。Ａ中学校区の�校は、児童・生徒数が比較的多いのであ

るが、積極的に少人数指導・少人数学習に取り組むことによって、きめ細やかな指導をはかっ

ているものとみられる。また、習熟度別授業は算数・数学科で取り組んでおり、小学校�年生

から中学校�年生までと長期間にわたっている。さらに�校とも「家庭学習の習慣を身につけ

させる指導」にも積極的に取り組んでおり、学習習慣の定着に結びついていることが窺える。

（�）Ｂ中学校区

Ｂ中学校区は、Ｂ中学校とｂ小学校の「�小・�中」の組み合わせである。Ｂ中とｂ小との

距離は400m程度である。

児童・生徒の学力は全国平均並み、あるいはやや下回る程度とみられる。小・中学校ともに

「学力が低い児童・生徒が多い」と「全体として学力水準が低い」に「ややあてはまる」と回答

しているほか、「学力が高い者と低い者との差が大きい」に「とてもあてはまる」と回答してお

り、児童・生徒の学力分布に幅があり、かつ低い方に偏っていることが推測される。「学習習慣

が身についていない児童・生徒が多い」、「小学校卒業までに習得が必要な学習内容を、十分に

理解していない児童・生徒が多い」に�校とも「ややあてはまる」と回答し、「学習意欲が高い

児童・生徒が多い」、「家庭学習に積極的に取り組む児童・生徒が多い」に「あまりあてはまら
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ない」と回答していることから、家庭学習を含めた学習習慣および基礎学力の定着と学習意欲

の向上が課題となっていると考えられる。

しかし、「習熟度別指導」や「少人数指導・少人数学習」、「放課後や休み時間等の補習指導」

を小・中ともに積極的に実施しているほか、「中学校のサマースクールに小学校職員が参加し、

小学校の内容が十分理解できていない生徒に対して指導や声掛け」（自由記述）などを行ってい

る。

（�）Ｃ中学校区

Ｃ中学校区は、Ｃ中学校とｃ�小学校、ｃ�小学校とからなる、「�小・�中」の組み合わせ

である。Ｃ中学校とｃ�小学校とは道路を挟んでほぼ隣接しているが、ｃ�小学校はＣ中学校

から
km程度、車で20分ほどの距離と離れている。

児童・生徒の学力は、Ｃ中とｃ�小は「全国平均をやや上回る」と回答している一方、ｃ�

小は「全国平均をやや下回る」と差がみられる。このことは、Ｃ中学校の回答によると「中学

校区内の複数の小学校間で、学力水準に差がある」に「ややあてはまる」との認識であり、�

小学校間の学力の差に課題がありそうである。ただし、ｃ�小学校は全児童数が20名を割り込

む小規模校で複式学級を編制しているため、単純に学校間の学力水準の差とはいえない可能性

があることに留意したい。

またｃ�小学校はＣ中学校との距離もあることから、小中連携は難しいように思われる。し

かしながら、「中学校区で、小・中学校間の校時程の調整」を図り、児童や教員の移動に配慮す

るなどの工夫が見られる。

Ｃ中学校区の課題は、「学習習慣が身についていない児童・生徒が多い」こと（ｃ�小・ｃ�

小が「ややあてはまる」と回答）であるとみられる。特に小学校�校では「家庭学習の習慣を

身につけさせる指導」を「やや積極的に実施」しているほか、自由記述の回答によれば、中学

校区として小中�年間の発達段階に応じた共通の「家庭学習の手引き」を作成し、保護者への

啓発もはかっているという。

（�）Ｄ中学校区

Ｄ中学校区は、Ｄ中学校とｄ小学校の「�小・�中」の組み合わせである。Ｄ中とｄ小との

距離は約600mである。

児童・生徒の学力についての認識は、ｄ小が「全国平均をやや下回る」のに対し、Ｄ中が「全

国平均をやや上回る」としている。これらの回答が現状を正しく反映しているものであるとす

ると、中学校で学力が向上したか、小学校から着実に学力を定着させていったことが考えられ、

どのような取り組みがそれに寄与したのか興味深い。ｄ小は「学力が低い児童・生徒が多い」

と「全体として学力水準が低い」に「とてもよくあてはまる」と回答しており、特に小学校段

階での学力の低さが課題となっているようである。

Ｄ中学校区は児童・生徒数および学級数が少ないためか、習熟度別指導や少人数指導・少人

数学習は実施していない。しかし、「放課後や休み時間等の補習指導」を「とても積極的に実施

している」（Ｄ中）ほか、「業前に時間を設け、基礎・基本的な知識・技能の習得を図っている」

（ｄ小、自由記述）など、児童・生徒の実態に合わせて柔軟に対応した教育活動を行っていると

みられる。

33



（５）Ｅ中学校区

Ｅ中学校区は、Ｅ中学校とｅ小学校の「�小・�中」の組み合わせである。Ｅ中とｅ小とは

約500m離れている。

小・中学校とも、児童・生徒の学力は「全国平均をやや下回る」と回答しているほか、「学力

が低い児童・生徒が多い」、「学力が高い者と低い者との差が大きい」、「全体として学力水準が

低い」に「とてもよくあてはまる」と「ややあてはまる」と回答しており、児童・生徒全体の

学力水準の低さや学力の分布に課題がありそうである。「授業に集中できない児童・生徒が多

い」、「小学校卒業までに習得が必要な学習内容を、十分に理解していない児童・生徒が多い」、

「学力不足のために、希望する高校への進学が難しい生徒が多い」のそれぞれに、�校とも「や

やあてはまる」と回答していることから、小学校段階での学習内容の未定着が中学校卒業まで

尾を引いていることが推測される。しかし、「学習意欲が高い児童・生徒が多い」ことに両校と

も「ややあてはまる」としており、そこに突破口があるようにも見受けられる。

このような実態を踏まえ、Ｅ中・ｅ小とも、「放課後や休み時間等の補習指導」や「家庭学習

の習慣を身につけさせる指導」には積極的に取り組んでいる。また、市からICT教育の研究指

定を受けていることもあり、「ICTを活用した授業」も「とても積極的に実施」しており、特に

ｅ小は「常時、電子教科書や枠型大型デジタルテレビ、実物拡大機を活用し」（自由記述）、児

童の学習意欲を高める工夫をしているようである。

（６）Ｆ中学校区

Ｆ中学校区は、Ｆ中学校とｆ小学校の「�小・�中」の組み合わせである。Ｆ中とｆ小との

距離は約600mである。

「全国平均並み」（ｆ小）、「全国平均をやや上回る」（Ｆ中）というＦ中学校区の児童・生徒

の学力は、「学力が高い児童・生徒が多い」ことに両校とも「ややあてはまる」、反対に「学力

が低い児童・生徒が多い」や「全体として学力水準が低い」ことに「あまりあてはまらない」

とした回答からも裏付けられそうである。しかし、「学力が高い者と低い者との差が大きい」に

ついては�校とも「ややあてはまる」としており、全体としての学力水準は高いものの、児童・

生徒間の学力の差は大きいようである。「小学校卒業までに習得が必要な学習内容を、十分に

理解していない児童・生徒が多い」には「あまりあてはまらない」、「学力不足のために、希望

する高校への進学が難しい生徒が多い」に対しては「まったくあてはまらない」（Ｆ中）、「あま

りあてはまらない」（ｆ小）としていることから、小学校段階で確実に学習内容を習得し、それ

が高校進学へつながっていると見ることができる。

Ｆ中学校区では、「長期休業中の補習指導」に積極的に取り組んでいるようである。また、ｆ

小では「�月、10月、�月の毎週火曜日の朝30分間を基礎学力向上のための時間として設定」

したり、Ｆ中では漢字、英単語、計算力、理科、社会にわたって「学力コンテスト」を実施し

たりして、学習内容の定着を図っているとみられる（いずれも自由記述の回答より）。

（７）Ｇ中学校区

Ｇ中学校区は、Ｇ中学校とｇ小学校の「�小・�中」の組み合わせである。Ｇ中とｇ小との

間には約800mの距離がある。

児童・生徒の学力は「全国平均並み」（ｇ小）、「全国平均をやや上回る」（Ｇ中）とするもの
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の、「学力が低い児童・生徒が多い」や「学力が高い者と低い者との差が大きい」には「とても

よくあてはまる」（ｇ小）、「ややあてはまる」（Ｇ中）と回答していることから、学力下位層が

厚いのではないかと推測される。「小学校卒業までに習得が必要な学習内容を、十分に理解し

ていない児童・生徒が多い」に�校とも「ややあてはまる」としていることから、小学校から

中学校への移行期において学力を定着させる取り組みが必要とされているであろうことが推察

される。

Ｇ中学校区は児童・生徒数および学級数が少なく、習熟度別指導や少人数指導・少人数学習

はほとんど実施していない。しかし、「家庭学習の習慣を身につけさせる指導」には「とても積

極的に」（ｇ小）、「やや積極的に」（Ｇ中）取り組んでおり、「保護者と児童・生徒を対象に『家

庭学習診断表』による家庭学習の状況調査を行い、中間報告等を通して啓発」を図る（Ｇ中、

自由記述）など、家庭と協力しながら学習習慣の定着を図っているといえよう。

（８）Ｈ中学校区

Ｈ中学校区は、Ｈ中学校とｈ�小学校、ｈ�小学校とからなる、「�小・�中」の組み合わせ

である。ｈ�小学校・ｈ�小学校間は約4.5kmの距離があり、Ｈ中学校は�つの小学校のほぼ中

間に位置する（Ｈ中学校とｈ�小学校の間は約2.5km、Ｈ中学校とｈ�小学校の間は約�km）。

ｈ�小の児童が「全国平均をやや上回る」学力水準としたのに対し、ｈ�小およびＨ中の児

童・生徒の学力水準は「全国平均をやや下回る」という。また、ｈ�小は「全体として学力水

準が低い」に「あまりあてはまらない」と回答したのに対し、ｈ�小とＨ中は「ややあてはま

る」と回答したことから、�つの小学校間の学力の差があることが窺える。「学習習慣が身につ

いていない児童・生徒が多い」ことや「小学校卒業までに習得が必要な学習内容を、十分に理

解していない児童・生徒が多い」ことに、ｈ�小とＨ中が「ややあてはまる」、ｈ�小が「あま

りあてはまらない」としたことからも、Ｈ中に入学する段階ですでに学習の前提となる条件が

異なっていることが課題となっているようである。Ｈ中では「学力不足のために、希望する高

校への進学が難しい生徒が多い」に「ややあてはまる」としており、中学校�年間では十分に

学力を引き上げることが難しいのかもしれない。

導入の理由や効果のほどは不明であるが、市内のほかの小学校では一部の学年しか、あるい

はまったく取り入れていない小学校理科の教科担任制を、ｈ�小・ｈ�小とも�年生から導入

していることは注目すべきであるだろう。

（９）Ｉ中学校区

Ｉ中学校区は、Ｉ中学校とｉ小学校の「�小・�中」の組み合わせであり、Ｉ中とｉ小は道

路を挟んでほぼ隣接している。

児童・生徒の学力は、「全国平均をやや上回る」（ｉ小）、「全国平均並み」（Ｉ中）とのことで

あるが、「学力が低い児童・生徒が多い」や「学力が高い者と低い者との差が大きい」について

は�校とも「ややあてはまる」としており、学力下位層が全体の平均を下げていることが予想

される。「家庭学習に積極的に取り組む児童・生徒が多い」に両校とも「あまりあてはまらない」

としており、家庭学習への取り組み方がキーになりそうである。

Ｉ中学校区は町の合併により、平成23年度より小中一貫教育に本格的に取り組み始めたばか

りであるため、小中合同の「家庭学習の手引き」は現在作成中とのことである（自由記述より）
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が、「家庭学習の習慣を身につけさせる指導」に「とても積極的に」（ｉ小）、「やや積極的に」

（Ｉ中）取り組んでいる様子が窺える。

Ｉ中・ｉ小とも児童・生徒数が少ないため、習熟度別指導や少人数指導・少人数学習はあま

り実施されていないが、「放課後や休み時間等の補習指導」を「とても積極的に実施」（ｉ小）

していることや、「小学校卒業時に春休みの課題を�教科課している」（Ｉ中）など、小規模で

あることを活かして児童・生徒に寄り添った指導を心がけているようである（自由記述より）。

Ⅴ おわりに

本稿では、連携型小中一貫教育を全市で進めている宮崎県小林市において、児童・生徒の学

力向上を目指してどのような取り組みが行われているのかを質問紙調査によって把握し、小・

中学校の校種別および中学校区別に全体状況を概観した。その結果、次の�点が明らかになっ

た。

①小林市全体で「知」、「徳」、「体」、「食」のバランスがとれた教育活動を推進している中で

も、とりわけ「知」の側面、すなわち学力向上に重点的に取り組んでいる。

②とはいうものの、小学校と中学校とでは児童・生徒の学力や学習に関する認識に差があり、

それを踏まえて重視する教育目標や積極的に取り組む教育活動にも校種別の違いがある。

③児童・生徒の学力や学習に関する課題は中学校区ごとにも異なり、それらに対して取られ

ている方策においても違いが見られる。

これらのことから、小中一貫教育を進める上で次のような示唆が得られる。

小・中学校間に見られるさまざまな「差異」―重点を置く教育目標とそれに対する課題、教

職員の特性や指導の方法、保護者の学校に対する意識など―があり、それらは小中一貫教育の

取り組みを困難にさせる要因にもなり得るが、解消することは容易ではない。したがって、そ

の「差異」の存在を小・中学校が互いに意識しながら、中学校区としての目標に向けて教育活

動の調整を図る必要があるだろう。

また当然のことながら、学力・学習に関して中学校区として抱える課題や目標が異なれば、

それに向けて取り組む教育活動も中学校区ごとに異なるはずである。複数の中学校区を有する

自治体が小中一貫教育を推進しようとする場合、取り組みを一律に導入・展開することは、中

学校区間に教育環境の差が生じないような配慮という意味で、学校設置者としてのひとつの責

任の持ち方である。そのうえで、中学校区の特徴や目標という実態に応じた取り組みができる

ように、裁量の余地を残しながら進めることが望ましいだろう。

以上のような知見が得られたものの、これらの結果を他の自治体や学校へ一般化することは、

今回の調査対象校の数が少ないため適切ではない。また、質問紙調査では文字による限られた

回答からしか取り組みの状況を把握できないことや、各種の取り組みを始めることとなった背

景や学力との因果関係までは理解し得ないことなど、研究上の諸々の制約・限界があることは

否めない。とはいえ、市全体での小中一貫教育の取り組みの状況について概観する、という目

的はひとまず達成されたといえよう。次の研究上のステップとして、学校に訪問し、教職員へ

のインタビューを行ったり授業を参観したりするなどして、より踏み込んだ調査と分析が求め

られるだろう。
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注

（�）「小林市小中一貫教育基本計画」 小林市教育委員会 平成20（2008）年11月 p.4.

（�）助川晃洋 「宮崎県小林市西小林中学校区の小中一貫教育における学力向上の取り組み−『研究

紀要』に示された『知育班の取組』に着目して−」 『宮崎大学教育文化学部紀要（教育科学）』

第26号 宮崎大学教育文化学部 平成24（2012）年�月 pp.1-12.

（�）小学校と中学校との回答の差に関する解釈をする際には、慎重を期す必要がある。というのは、

「中学校区の児童・生徒全体の状況」について回答するよう注意を促してはいるものの、回答者

（学校）側では必ずしもそのように捉えず、「自校の児童または生徒の状況」について回答してい

るおそれがあるためである。

（�）佐賀市教育委員会（佐賀県）は、小中連携・一貫教育を推進するに当たり、「ステップ�（普通一

般期）」から「ステップ�（一貫教育期）」までの�つのステップを提案している（http://www.city.

saga.lg.jp/up_download_file/s18156_20090318014554.pdf、平成24年�月10日接続確認）。小中連携を

準備・開始する「ステップ�･�」の時期には「相互授業参観」や「年数回の合同研修」が置かれ

ている。

（�）このことは、実際に教員一人ひとりが感じる困難さ（時間の調整のしにくさ）とイコールではな

い。この調査は、学校としての回答を求めているため、小中合同の会議等を学校あるいは中学校

区全体として設定すると、教員個人の「時間が確保できない」という困難は物理的に減少するも

のと思われる。
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資料１ 調査票および単純集計結果（校種別）
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宮崎県小林市の連携型小中一貫教育実践における
学力向上の取り組み−質問紙調査による全体状況の把握− 51
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